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８年度事業計画案８年度事業計画案な　な　
　ど　ど審議審議令

和
令
和

八巻新理事

柳本総務部長

　

第
４
回
理
事
会
は
出
席
理
事

24
名
、
委
任
状
12
通
で
過
半
数

を
満
た
し
成
立
し
た
。

　

岩
瀬
一
郎
事
務
局
長
の
司
会

で
伊
添
一
成
副
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
が

　

全
社
連
は
補
助
金
の
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
（
令
和

７
年
度
補
正
予
算
分
）
と
し
て

８
年
度
に
「
社
交
飲
食
組
合
の

広
報
強
化
・
集
客
支
援
事
業
」

を
計
画
し
厚
生
労
働
省
に
申
請

し
て
い
る
。
補
助
金
予
定
額
は

２
２
０
０
万
円
。
実
施
期
間
は

来
年
３
月
末
ま
で
。

　

社
交
飲
食
業
界
で
は
コ
ロ
ナ

後
も
客
足
が
回
復
せ
ず
厳
し
い

経
営
状
況
の
店
舗
が
多
い
中
、

今
回
の
事
業
を
通
じ
全
国
の
都

道
府
県
社
交
組
合
が
個
々
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
、
Ｘ
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な

ど
）
に
よ
る
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
持
つ
こ
と
で
、
社
交
飲
食
業

の
知
名
度
を
上
げ
集
客
の
土
台

を
築
く
狙
い
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
全
国
38
都
道
府
県
組
合
の

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
全

挨
拶
。「
社
交
飲
食
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
組
合
の
役

割
と
組
織
基
盤
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。『
全
社
連

Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱
５
活
動
』
は
単
な
る

数
字
の
話
で
は
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
で
す
。

８
年
度
も
引
き
続
き
組
合
員
増

強
活
動
へ
の
ご
尽
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

中
島
会
長
を
議
長
に
審
議
が

始
ま
り
第
１
号
議
案
で
は
議
事

社
連
主
導
で
開

設
。
組
合
ご
と

の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
動
画
や
静

止
画
を
制
作
し

配
信
す
る
こ
と
で
ア
カ
ウ
ン
ト

の
認
知
度
向
上
と
組
合
加
盟
店

へ
の
来
店
を
促
す
。
７
月
上
旬

に
開
催
予
定
の
事
務
局
会
議
で

事
業
計
画
を
説
明
す
る
。

　

生
衛
対
策
事
業
の
補
正
予
算

関
係
で
は
、
一
昨
年
度
が
税
制

改
正
（
交
際
費
・
飲
食
費
関

係
）
の
周
知
、
昨
年
度
が
プ
レ

ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
取
り
組
ん
だ
。

録
署
名
人
に
佐
々
木
克
巳
副
会

長
（
広
島
）
と
高
橋
隆
幸
理
事

（
宮
城
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
・
役
員
変
更
の

件
は
、
臨
時
総
会
に
切
り
替
え

て
審
議
。
東
京
の
岸
久
氏
（
全

社
連
副
会
長
兼
専
務
理
事
）
と

亀
島
延
昌
氏
（
同
総
務
部
長
）

が
全
社
連
役
員
を
退
任
し
た
こ

と
を
受
け
、
後
任
の
理
事
２
名

に
福
田
孝
一
氏
（
東
京
理
事

長
）
と
八
巻
博
和
氏
（
東
京
常

務
理
事
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　

理
事
会
を
再
開
し
た
後
、
前

記
２
氏
の
退
任
で
空
席
と
な
っ

た
執
行
部
人
事
を
決
め
た
。
こ

の
う
ち
総
務
部
長
に
は
柳
本
真

吾
常
務
理
事
（
徳
島
）
が
選
任

さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
・
全
社
連
Ｎ
Ｅ

Ｔ
︱
５
活
動
２
０
２
５
の
取
り

組
み
状
況
は
、
伊
添
副
会
長
が

説
明
し
承
認
さ
れ
た
。
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
各
道
府
県
組
合

が
組
合
員
数
の
５
％
鈍
増
（
７

年
度
補
助
金
事
業
実
施
５
都
県

は
10
％
鈍
増
）
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
成
功
に
向
け

て
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
た

こ
と
や
、
現
時
点
で
の
見
通

し
、
１
人
で
も
鈍
増
を
達
成
し

た
県
へ
の
経
済
的
措
置
に
つ
い

て
説
明
し
、「
も
う
ひ
と
踏
ん

張
り
、
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
」

と
鼓
舞
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱
５
に
つ
い
て
は
、

出
席
理
事
か
ら
「
来
年
度
も
続

け
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
上

が
っ
た
。

　

第
４
号
議
案
・
令
和
８
年
度

事
業
計
画
案
は
安
宅
修
治
副
会

長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

今
後
は
通
常
総
会
に
上
程
さ
れ

る
（
記
事
２
面
）。

　

第
５
号
議
案
・
生
活
衛
生
関

係
営
業
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
の
厚
生
労
働

省
補
助
金
で
全
社
連
が
11
月
に

東
京
で
研
修
会
を
予
定
。
ま
た

都
道
府
県
組
合
実
施
分
（
総
額

１
０
０
０
万
円
）
は
、
５
組
合

を
対
象
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
（
記
事
２
面
）。
さ
ら
に

厚
生
労
働
省
の
令
和
７
年
度
補

正
予
算
を
活
用
す
る
同
対
策
事

業
で
は
「
社
交
飲
食
組
合
の
広

報
強
化
・
集
客
支
援
事
業
」に
取

り
組
む
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
の
審
議
が
終
わ
り
、
そ

の
他
報
告
事
項
は
▽
会
費
納
入

状
況
▽
補
助
金
事
業
の
旅
費
規

程
▽
全
国
社
交
飲
食
業
代
表
者

宮
城
大
会
▽
会
議
日
程
▽
基
盤

強
化
、
組
合
振
興
に
関
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
動
画
（
案
）
の

作
成
（
記
事
４
面
）
――

な
ど

に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
国
の
補
助
金
事
業

に
関
わ
る
旅
費
規
程
で
は
、
交

通
費
の
対
象
に
自
家
用
車
の
利

用
を
追
加
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。
10
月
26
日
の
全
国
社
交

飲
食
業
代
表
者
宮
城
大
会
に
つ

い
て
は
高
橋
理
事
（
宮
城
県
理

事
長
）
が
準
備
状
況
を
説
明
す

る
と
共
に
、
目
標
参
加
者
数
に

つ
い
て
「
８
０
０
名
以
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

会
議
日
程
は
令
和
８
年
度
第

１
回
理
事
会
を
５
月
21
日

（
木
）、
同
通
常
総
会
を
６
月

22
日
（
月
）
に
東
京
で
開
催
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
町
田
宏
之
副
会
長

が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
依
頼

文
書
「
生
衛
対
策
事
業
費
補
助

金
の
適
正
な
執
行
に
係
る
点
検

に
つ
い
て
」
の
要
旨
を
説
明

し
、
令
和
２
年
度
以
降
に
同
事

業
を
実
施
し
た
都
道
府
県
組
合

に
対
し
収
入
・
支
出
の
証
拠
書

類
を
必
ず
保
管
し
て
お
く
よ
う

に
周
知
し
た
。

　

第
４
回
理
事
会
は
福
長
德
治

副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で

終
了
し
た
。

　

全
社
連
は

令
和
７
年
度

末
ま
で
に
組

合
員
の
５
％

鈍
増
を
目
指

す
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱

５
活
動
２
０

２
５
の
達
成

に
向
け
、
１

月
か
ら
ブ
ロ

ッ
ク
別
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
を
開

催
し
た
。
全

は
19
名
、
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
（
２
月
19

日
、
徳
島
）
で
は
11

名
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
月
２
日
、
福

岡
）
で
は
19
名
が
受

講
し
た
。
沖
縄
ブ
ロ

ッ
ク
は
１
月
か
ら
県

内
で
６
回
開
催
し
81

名
が
受
講
。
下
地
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
沖

縄
県
理
事
長
）
も
講

師
を
務
め
た
。

社
連
側
の
講
師
は
基
盤
強
化

対
策
チ
ー
ム
長
の
伊
添
副
会

長
、
中
島
会
長
、
町
田
副
会

長
、
佐
々
木
副
会
長
が
分
担

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
２
月
９

日
、
東
京
）
と
中
日
本
ブ
ロ

ッ
ク
（
２
月
10
日
、
大
阪
）

で
は
各
21
名
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
（
２
月
16
日
、
宮
城
）
で

し
、
組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
組
合
運
営
の

維
持
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
県
の
幹
部

等
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

福田新理事

厚
生
労
働
省

補

助

金

生
衛
対
策
事
業
の
件
も
承
認

令
和
７
年
度 

第
４
回
理
事
会
開
催

新役員を選任 新理事に東京の２氏
総務部長に柳本氏

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会
が
３
月
10
日
、
全
国
生
衛
会
館
（
東
京
）
で
開
催

さ
れ
た
。
役
員
改
選
の
件
、
全
社
連
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱
５
活
動
２
０
２
５
の
取
り
組
み
状
況
、
令
和

８
年
度
事
業
計
画
案
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
上
程
さ

れ
た
５
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
た
。
一
部
の
議
案
は
６
月
の
全
社
連
総
会
に
上
程
さ
れ
る
。

生
衛
対
策
事
業
の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
の
７
年
度
補
正
予
算
の
関
係
で
は
「
社
交
飲
食
組
合

の
広
報
強
化
・
集
客
支
援
事
業
」
に
取
り
組
む
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

全 社 連 が 
補助金で計画

築
　

　
く

関東ブロックの研修会（２月９日・東京の生衛会館）

3月10日に東京で開催された全社連理事会

ＮＥＴ―５達成めざし開催
ブロック別 研修会フォロー

ア ッ プ

宮
城
大
会
準
備

状
況
な
ど
報
告

全
社
連
総
会
は
６
月
22
日

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
し
集
客
の
土
台

県
組
合
の
情
報
発
信
を
支
援

県
組
合
の
情
報
発
信
を
支
援
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全
社
連
は
昨
年
11
月
17
、
18

日
の
２
日
間
、
東
京
で
開
催
し

た
令
和
７
年
度
生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業
研
修
会
の
内
容

を
収
め
た
冊
子
を
６
０
０
部
制

作
。
３
月
下
旬
に
各
都
道
府
県

組
合
な
ど
に
発
送
し
た
。

　

体
裁
は
Ａ
４
版
１
１
２
ペ
ー

ジ
。
研
修
会
は
組
織
の
基
盤
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
各
都
道
府
県
組
合
の
幹
部

な
ど
が
参
加
し
た
。

　

冊
子
に
は
全
社
連
の
中
島
ヒ

ロ
子
会
長
の
挨
拶
、
厚
生
労
働

省
健
康
・
生
活
衛
生
局
生
活
衛

生
課
の
藤
本
昭
彦
課
長
補
佐
に

よ
る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
全

国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会

の
梅
澤
雅
男
事
務
局
長
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
中
村
裕
一
郎

・
生
活
衛
生
融
資
部
長
と
生
活

衛
生
融
資
部
の
谷
川
豪
・
上
席

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
代
理
の
講

演
を
収
録
。
さ
ら
に
全
社
連
基

盤
強
化
対
策
チ
ー
ム
長
の
伊
添

一
成
氏
な
ど
全
社
連
副
会
長
４

氏
に
よ
る
「
組
織
拡
大
と
基
盤

強
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
や
町
田
宏
之
副
会
長
に
よ
る

総
評
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
な
ど
を
交
え
て
見
や
す
い

冊
子
に
編
集
し
た
。

関
係
で
ト
ッ
プ
に
近
い
人
を
お

願
い
し
た
が
、
理
事
で
も
頑
張

っ
て
い
る
人
に
は
参
加
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
」
と
問
い
掛
け
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

▼
組
合
へ
の
補
助
金
は
８
組

合
か
ら
５
組
合
を
選
定

　

同
対
策
事
業
の
う
ち
都
道
府

県
組
合
分
（
補
助
金
は
５
組
合

で
総
額
１
０
０
０
万
円
）
に
つ

い
て
は
８
組
合
が
計
画
書
を
全

社
連
に
提
出
。
近
年
、
同
補
助

金
を
受
け
た
か
ど
う
か
も
考
慮

し
て
全
社
連
側
が
精
査
し
５
組

合
を
選
定
し
た
。

　

５
組
合
と
計
画
事
業
名
は
次

の
通
り
。
各
県
の
補
助
金
予
定

額
は
２
０
０
万
円
。
厚
生
労
働

省
へ
の
事
業
実
施
計
画
書
の
提

出
後
、
内
示
を
受
け
る
と
７
月

か
ら
事
業
を
開
始
で
き
る
。

　

【
５
組
合
と
事
業
名
】

　

▼
群
馬
県
「
真
夏
の
雪
体
験

イ
ベ
ン
ト
」
と
デ
ジ
タ
ル
活
用

に
よ
る
組
合
員
拡
大
事
業
▼
新

潟
県
「
地
域
活
性
化
及
び
消
費

者
利
益
の
擁
護
に
よ
る
組
織
強

化
事
業
」
▼
宮
崎
県
「
組
合
の

組
織
強
化
（
加
入
促
進
）」
▼

鹿
児
島
県
「
組
織
基
盤
の
強
化

と
情
報
提
供
の
推
進
」
▼
沖
縄

県
「
組
合
認
知
度
向
上
及
び
新

規
組
合
員
加
入
促
進
の
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
広
告
活
用
事
業
」

　

令
和
７
年
度
第
４

回
理
事
会
で
承
認
さ

れ
、
総
会
に
上
程
さ

れ
る
令
和
８
年
度
事

業
計
画
（
案
）
の
基

本
方
針
は
次
の
通
り
。
事
業
期

間
は
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令

和
９
年
３
月
31
日
。

　

【
基
本
方
針
】

　

コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
等
の
拡
大
に
よ
る
景

気
回
復
の
兆
し
は
見
え
る
も
の

の
、
飲
食
を
伴
う
外
食
に
あ
っ

て
は
、
利
用
者
の
嗜
好
や
価
値

観
の
変
化
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
の
が
我

が
社
交
飲
食
業
界
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
社
交
業
界
を
取
り
巻

く
要
因
に
よ
り
、
組
合
員
の
減

少
、
組
織
の
弱
体
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
べ
く
、
昨
年
度
策
定

し
た
「
基
盤
強
化
の
活
動
」
を

引
き
続
き
推
し
進
め
る
こ
と
と

す
る
。

　

更
に
、
こ
こ
数
年
続
く
物
価

高
騰
、
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
一
昨
年

の
税
制
改
正
に
よ
り
「
接
待
交

際
費
の
う
ち
、
税
務
上
経
費
に

で
き
る
飲
食
費
の
金
額
が
５
０

０
０
円
か
ら
１
万
円
に
倍
増
さ

れ
た
」
こ
と
を
店
舗
の
利
用
者

に
更
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
本
年
も
引
き
続
き
周
知

に
努
め
飲
食
需
要
の
喚
起
を
促

し
、
経
営
改
善
支
援
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
今
年
度
も
補
助
金
を
有

効
活
用
し
、
全
国
規
模
で
中
長

期
的
な
集
客
力
増
進
に
向
け
た

基
盤
事
業
や
役
員
を
中
心
に
研

修
会
事
業
を
実
施
し
、
組
合
お

よ
び
社
交
飲
食
業
界
の
振
興
と

発
展
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

◇

　

こ
の
ほ
か
８
年
度
事
業
計
画

（
案
）
で
は
組
織
拡
大
と
強

化
、
全
国
大
会
（
宮
城
県
で
開

催
）、
表
彰
事
業
、
補
助
金
事

業
（
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
）、
広
報
事
業
（
全
社
連

ニ
ュ
ー
ス
は
年
５
回
）、
税
制

改
正
要
望
な
ど
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
事
項
を
示
し
た
。

　

組
織
拡
大
と
強
化
の
関
係
で

は
、
７
月
に
事
務
局
会
議
、
11

月
に
全
社
連
研
修
会
を
予
定
し

て
い
る
。

（ＴＥＬ）

酒類メーカー アサヒビール株式会社 03-5608-5158

カラオケ機器 株式会社エクシング 03-6848-8183

酒類メーカー サントリー株式会社 03-5579-1000

たばこ事業 日本たばこ産業株式会社 03-6636-2914

カラオケ機器 株式会社第一興商 03-3280-2151

電力・ガス 株式会社ﾐﾂｳﾛｺｳﾞｪｯｾﾙ 03-3275-6316

酒類メーカー キリンビール株式会社 03-5641-2270

全
社
連
賛
助
会
員

（企業名）

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

　

２
月
４
日　

令
和
８
年
度
全

国
指
導
セ
ン
タ
ー
・
補
助
金
説

明
会
。
岩
瀬
事
務
局
長
。

　

２
月
９
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
（
会
場
は
東
京
）。
全

社
連
の
講
師
は
伊
添
副
会
長
。

　

２
月
10
日　

中
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
（
大
阪
）。
講
師
は

佐
々
木
副
会
長
。

　

２
月
16
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
（
宮
城
）。
講
師
は
伊

添
副
会
長
、
町
田
副
会
長
。

　

２
月
19
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
（
徳
島
）。
講
師
は

佐
々
木
副
会
長
。

　

１
月
〜
３
月　

沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
（
計
６
回
）。
講
師

は
伊
添
副
会
長
、
町
田
副
会

長
、
下
地
・
沖
縄
県
理
事
長
。

　

３
月
２
日　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
（
福
岡
）。
講
師
は
中

島
会
長
、
町
田
副
会
長
。

　

３
月
９
日　

正
副
会
長
会

議
。
正
副
会
長
、
経
理
部
長
▽

生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業

検
討
会
。
出
席
者
は
前
同
。

　

３
月
10
日 

令
和
７
年
度 

第

４
回
理
事
会
（
１
面
参
照
）。

　

３
月
26
日　

全
国
生
活
衛
生

同
業
組
合
中
央
会
理
事
会
、
総

会
。
中
島
会
長
。

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
第
６

回
正
副
会
長
会
議
が
３
月
９
日

（
月
）
午
後
３
時
か
ら
、
東
京

の
全
国
生
衛
会
館
で
開
催
さ

れ
、
会
長
、
副
会
長
、
経
理
部

長
、
事
務
局
長
の
計
８
名
が
出

席
し
た
。

　

中
島
ヒ
ロ
子
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
翌
日
の
令
和
７
年
度
第

４
回
理
事
会
の
議
案
を
協
議
し

た
ほ
か
、
役
員
変
更
の
件
、
基

盤
強
化
対
策
チ
ー
ム
の
活
動
方

針
、
組
織
基
盤
強
化
事
業
「
全

社
連
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱
５
活
動
２
０
２

５
」、
令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
そ
の
他
の
懸
案
事
項

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
組
合
員
増
強
を
目

指
す
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︱
５
の
関
係
で

は
、
都
道
府
県
組
合
へ
の
経
済

的
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

度
当
初
の
登
録
人
数
よ
り
１
人

以
上
鈍
増
さ
せ
た
組
合
を
支
給

対
象
と
す
る
方
針
を
固
め
た
。

　

な
お
当
日
は
終
了
後
、
令
和

７
年
度
第
５
回
生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業
検
討
会
が
開
催

さ
れ
た
。

令和８年度事業計画案

ブ
ロ
ッ
ク
別
の
研
修
会
も
予
定

群
馬
、新
潟
、宮
崎
、鹿
児
島
、沖
縄

組
合
分
は
５
県
を
選
定

補助金活用

全社連の研修会は11月に計画全社連の研修会は11月に計画
令和８年度生活衛生関係営業対策事業令和８年度生活衛生関係営業対策事業

全
社
連
幹
部
の
講
演
も
収
録

研
修
会
の
冊
子
を
配
布

７年度の
対策事業

　

全
社
連
の
令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会
で
、
生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業
（
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
）
に
つ
い
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
令
和
８
年
度
の
同
対
策
事
業
で

は
、
全
社
連
が
研
修
会
を
計
画
す
る
と
共
に
、
複
数
の
県
組
合

が
補
助
金
を
使
い
組
織
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
全
社
連
で
の
審
議
の
結
果
、
群
馬
、
新
潟
、
宮
崎
、
鹿
児

島
、
沖
縄
の
５
組
合
が
内
定
し
、
各
組
合
は
４
月
24
日
ま
で
に

厚
生
労
働
省
へ
事
業
実
施
計
画
書
を
提
出
し
た
。

　

▼
全
社
連
の
研
修
会

　

全
社
連
は
11
月
16
日
（
月
）、

17
日
（
火
）
の
２
日
間
、
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
令
和
８
年
度

生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業

の
研
修
会
の
開
催
を
計
画
し
て

い
る
。
組
織
基
盤
強
化
に
向
け

た
研
修
会
で
補
助
金
予
定
額
は

９
９
０
万
円
。
８
年
度
中
に
行

う
ブ
ロ
ッ
ク
別
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
も
、
こ
の
一
環
で
計

画
し
て
い
る
。

　

３
月
10
日
に
開
か
れ
た
令
和

７
年
度
第
４
回
理
事
会
の
対
策

事
業
に
関
す
る
質
疑
で
は
、
11

月
の
全
社
連
研
修
会
の
対
象
者

に
つ
い
て
出
席
理
事
か
ら
「
昨

年
は
各
県
の
上
層
部
が
多
か
っ

た
が
今
年
は
ど
う
な
る
か
？
」

と
の
質
問
が
上
が
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
中
島
会
長
は
「
７
年

度
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５
に
注
力
し
た

各県に配布した研修会の冊子

昨年11月に開催された全社連の研修会

７年度第４回理事会
に向けた議案な　

　ど協議

対策事業検討会も開催
３月の正副会長会議

基
盤
強
化
の
活
動
を
推
進

税
制
周
知

飲
食
需
要
の
喚
起
も
促
す
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お
客
様
が
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
抽

選
に
応
募
し
た
。
応
募
総
数
は

１
万
２
４
０
９
件
だ
っ
た
。

　

賞
品
は
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ

で
１
等
１
万
円
分
は
９
本
、
２

等
２
０
０
０
円
分
は
３
９
６
０

本
の
当
選
が
で
た
（
賞
品
総
額

は
８
０
１
万
円
）。

　

全
国
の
参
加
組
合
店
は
４
８

２
６
店
。
大
阪
（
１
２
２
５

店
）
を
筆
頭
に
新
潟
（
４
２
０

店
）、
三
重
（
３
９
６
店
）
が

ト
ッ
プ
３
で
、
熊
本
（
２
６
４

店
）、
青
森
（
２
５
３
店
）、
愛

知
（
２
５
１

店
）、
北
海
道

（
２
３
５
店
）

な
ど
が
続
い

た
。

　

一
方
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
登
録

者
数
（
お
客

様
）
は
５
５
５

２
人
。
居
住
地

は
、
新
潟
が
７

に
対
す
る
要
望
と
し
て
▽
厚
生

労
働
省
に
よ
る
受
動
喫
煙
防
止

対
策
助
成
金
の
制
度
拡
充
▽
生

衛
業
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成

金
の
制
度
拡
充
▽
既
存
特
定
飲

食
提
供
施
設
及
び
喫
煙
目
的
施

設
の
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
︱

の
３
項
目
を
挙
げ
た
。

　

▼
中
央
会
が
意
見
・
要
望

　

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

央
会
は
、
各
連
合
会
の
意
向
を

踏
ま
え
て
３
月
10
日
に
開
か
れ

た
厚
生
労
働
省
の
受
動
喫
煙
対

策
専
門
委
員
会
で
意
見
・
要
望

を
行
っ
た
。

　

「
た
ば
こ
を
『
吸
う
人
も
、

吸
わ
な
い
人
も
』
生
活
衛
生
業

の
お
客
様
。
喫
煙
の
ひ
と
時
、

憩
い
の
場
を
確
保
し
、『
喫
煙

の
自
由
』
を
守
る
『
営
業
の
自

由
』
が
生
活
衛
生
業
に
は
必

要
」
な
ど
５
項
目
と
共
に
「
現

行
の
制
度
を
よ
り
分
か
り
や
す

く
し
、
店
舗
・
施
設
は
、
そ
の

制
度
を
遵
守
し
て
営
業
活
動
を

行
う
」
と
す
る
基
本
ス
タ
ン
ス

を
示
し
た
。

　

三
重
県
組
合
は
令
和
２
年

に
小
林
充
理
事
長
が
逝
去
さ

れ
た
後
、伊
藤
素
近
氏（
65
）

が
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

　

令
和
６
、
７
年
度
の
全
社

連
登
録
人
数
は
４
０
１
人

で
、
令
和
３
年
度
（
２
５
４

人
）
か
ら
約
１
・
６
倍
に
増

え
た
。
会
員
増
強
に
つ
い
て

伊
藤
理
事
長
は
「
若
い
理
事

に
よ
る
声
掛
け
の
効
果
が
大

き
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
。

令
和
５
年
度
に
は
厚
生
労
働

省
の
補
助
金
を
使
い
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
巨
大
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
看
板
を
各
支
部
の
ビ
ル
に

設
置
し
、
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
た
。

　

支
部
は
四
日
市
、
鈴
鹿
、

津
、
松
阪
、
伊
勢
の
５
支
部
で

活
動
。
Ｈ
Ｐ
で
は
支
部
（
エ
リ

ア
）
ご
と
に
加

盟
店
の
紹
介
を

行
っ
て
お
り
、

印
刷
物
に
よ
る

ナ
イ
ト
マ
ッ
プ

も
ホ
テ
ル
な
ど

に
配
布
し
て
い

る
と
い
う
。

　

日
本
公
庫
の

生
活
衛
生
改
善

貸
付
（
衛
経
）

で
は
、
組
合
員

か
ら
の
申
込

後
、
推
薦
ま
で

に
迅
速
な
対
応

を
図
っ
て
い
る
。
昨
年
12
月
時

点
の
直
近
３
カ
年
の
借
入
件
数

は
、
累
計
で
70
件
と
三
重
県
の

生
衛
組
合
で
は
突
出
し
て
多
く

全
社
連
で
も
沖
縄
、
大
阪
に
次

ぐ
件
数
だ
。

　

福
利
厚
生
事
業
で
は
年
１

回
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
て
お
り
、
参
加

費
の
一
部
を
県
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
い
る
。
ま
た
組

合
員
が
店
頭
で
集
め
た
募
金
を

日
赤
三
重
支
部
に
寄
付
す
る
活

動
歴
も
長
く
、
総
額
で
は
６
千

万
円
を
超
え
て
い
る
。

　

一
方
、
繁
華
街
の
課
題
に
つ

い
て
伊
藤
理
事
長
は
「
三
重
県

で
も
タ
ク
シ
ー
不
足
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
移

動
手
段
を
確
保
し
、
低
迷
し
て

い
る
二
次
会
需
要
を
喚
起
す
る

た
め
に
も
一
部
地
域
で
組
合
に

よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
ナ
イ
ト

シ
ャ
ト
ル
の
試
行
運
行
を
検
討

中
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

⑲
三
重
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に
フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

衛経融資の件数は全国３位
会員数が３年で1.6倍に

伊藤理事長

スタンプラリーのポスター

　

政
府
が
２
年
間
限
定
で
食
料

品
の
み
消
費
税
０
％
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
社

連
は
２
月
27
日
、「
消
費
税
引

き
下
げ
に
よ
る
社
交
飲
食
業
の

影
響
に
つ
い
て
」
の
意
見
・
要

望
を
ま
と
め
た
文
書
を
全
国
中

央
会
に
提
出
し
た
。

　

【
主
な
意
見
・
要
望
】

　

●
「
食
料
品
の
み
消
費
税
０

％
」
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
家

飲
み
の
価
格
優
位
が
更
に
強
ま

り
社
交
飲
食
店
で
の
二
次
会
利

用
者
等
の
減
少
に
繋
が
る
可
能

性
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

　

●
「
食
料
品
の
み
消
費
税
０

％
」
の
政
策
目
的
が
生
活
支
援

で
あ
る
な
ら
ば
、
地
域
の
雇
用

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
社

交
業
界
も
対
象
と
す
べ
き
で
あ

る
。
特
に
中
小
飲
食
店
は
価
格

群
馬
（
２
９
４
人
）、
東
京

（
２
３
５
人
）、
大
阪
（
２
２

３
人
）
な
ど
が
続
い
た
。

　

年
代
は
40
代
、
50
代
が
半
数

強
を
占
め
30
代
、
20
代
、
60
代

な
ど
が
続
い
た
。
男
女
比
は
男

性
57
％
、
女
性
41
％
な
ど
で
拮

抗
し
た
。

　

登
録
者
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
取

得
数
は
計
２
万
７
８
８
４
個
。

取
得
さ
れ
た
数
の
多
い
店
ト
ッ

プ
20
に
は
新
潟
、
滋
賀
、
三
重

の
店
が
各
４
店
、
北
海
道
、
群

馬
、
岐
阜
、
長
崎
の
店
が
各
２

店
入
っ
た
。
１
位
と
２
位
は
群

馬
、
３
位
と
４
位
は
岐
阜
の
店

だ
っ
た
。
上
位
店
は
全
社
連
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

抽
選
は
期
間
中
、
１
週
間
ご

と
に
計
９
回
行
わ
れ
た
。
応
募

件
数
は
第
１
週
（
４
５
８
件
）

か
ら
第
９
週
（
２
４
４
２
件
）

ま
で
右
肩
上
が
り
に
推
移
。
特

に
最
終
週
は
全
期
間
で
最
多
の

応
募
数
を
集
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
終
了
間
際
ま
で
高
い
関
心
を

維
持
し
た
。

　

ま
た
応
募
総
数
は
１
万
２
４

０
９
件
だ
っ
た
が
、
今
回
は
２

店
の
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
応

募
要
件
に
し
て
い
た
た
め
「
延

べ
２
万
４
８
１
８
回
以
上
の
組

合
員
店
利
用
（
来
店
）
を
創
出

し
た
」
と
、
全
社
連
は
想
定
を

上
回
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
40
・
50
代
の
購
買
力

の
高
い
層
を
的
確
に
店
舗
に
誘

導
で
き
た
こ
と
も
成
果
に
挙
げ

て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

「
組
合
員
店
の
現
場
力
（
ア
ナ

ロ
グ
）
と
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の

信
頼
性
（
デ
ジ
タ
ル
）
が
融
合

し
、
顧
客
の
定
着
と
単
価
向

上
、
ひ
い
て
は
組
合
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
」

な
ど
と
総
括
し
て
い
る
。

　

全
社
連
は
、
こ
れ
ら
の
結
果

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

ま
と
め
た
Ａ
４
版
59
㌻
の
報
告

書
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県
組

合
な
ど
に
送
付
し
た
。

転
嫁
が
難
し
く
、
家
飲
み
優
遇

政
策
は
更
な
る
経
営
圧
迫
を
招

く
。
よ
っ
て
、
時
限
的
で
も
社

交
業
界
も
同
様
の
税
率
適
用
を

求
め
る
。

　

●
社
交
業
界
は
「
消
費
税
０

％
に
し
な
い
と
困
る
」
で
は
な

く
、「
消
費
税
０
％
に
す
れ
ば

新
た
な
経
済
効
果
が
創
出
さ
れ

る
」
と
考
え
る
。◇

　

ま
た
現
在
の
消
費
税
制
度
が

社
交
業
界
（
外
飲
み
）
に
と
り

不
利
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
や

当
業
界
の
雇
用
創
出
効
果
な
ど

も
訴
え
た
。
そ
の
上
で
全
社
連

か
ら
の
具
体
的
提
案
と
し
て
次

の
３
案
を
提
案
し
た
。

　

Ａ
案
＝
社
交
飲
食
業
（
外

食
）
利
用
も
消
費
税
０
％
（
２

年
間
限
定
）

　

Ｂ
案
＝
中
小
飲
食
店
限
定
で

消
費
税
０
％
（
大
手
飲
食
店
と

区
分
）

　

Ｃ
案
＝
夜
間
営
業
店
限
定
軽

減
措
置（
社
交
飲
食
業
に
特
化
）

　

全
社
連
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国

生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
に

「
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
受
動

喫
煙
対
策
の
検
討
に
関
す
る
意

見
・
要
望
」
に
つ
い
て
の
文
書

を
提
出
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学
審

議
会
に
「
受
動
喫
煙
対
策
専
門

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
健
康

増
進
法
に
基
づ
く
受
動
喫
煙
防

止
対
策
の
見
直
し
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
経
営
継

続
」
と
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

防
止
」
の
両
立
を
目
指
し
て
文

書
を
ま
と
め
た
。

　

文
書
で
は
、
組
合
員
の
一
定

数
が
喫
煙
可
能
な
「
既
存
特
定

飲
食
提
供
施
設
」
又
は
「
喫
煙

目
的
施
設
」
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
社
交
業
界

は
常
連
の
お
客
様
が
多
く
、
喫

煙
可
能
な
店
舗
で
は
、
お
客
様

と
従
業
員
に
と
っ
て
、
た
ば
こ

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
、

大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
可
能
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
店
舗
ご
と
の
経
営
判

断
と
お
客
様
自
身
が
店
舗
選
択

可
能
な
状
況
を
維
持
し
て
い
く

べ
き
」
と
の
考
え
を
示
し
、
次

の
項
目
を
列
記

し
た
。

　

❶
既
存
特
定

飲
食
提
供
施
設

に
対
す
る
経
過

措
置
の
継
続

　

❷
喫
煙
目
的
施
設
に
対
す
る

現
行
運
用
の
維
持

　

❸
小
規
模
・
深
夜
営
業
へ
の

特
性
に
応
じ
た
配
慮

　

❹
地
方
都
市
繁
華
街
の
マ
イ

ナ
ス
影
響
度
合
に
対
す
る
配
慮

　

❺
「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
」

の
実
効
性
を
高
め
る
為
の
協
力

に
向
け
た
提
案

　

こ
の
ほ
か
財
政
支
援
の
拡
充

　

同
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
は
昨
年

10
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
の
２
カ
月

間
、
全
国
の
参
加
組
合
員
店
で

行
わ
れ
た
。
今
回
は
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
参
加
店
を
２
店
利
用
し

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

９
２
人
で
最
多
。
滋
賀
（
６
３

０
人
）、
岐
阜
（
４
１
８
人
）、

三
重
（
３
５
７
人
）、
北
海
道

（
３
３
４
人
）、
長
崎
（
３
２

６
人
）、
沖
縄
（
３
１
３
人
）、

　

全
社
連
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
秋
に
実
施
し
た

「
煌
め
く
夜
に
乾
杯
�
プ
レ
ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
デ
ジ

タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

厚
生
労
働
省
補
助
事
業
の
生
衛
業
対
策
事
業
（
令

和
６
年
度
補
正
予
算
分
）
で
実
施
し
た
も
の
で
、

全
国
の
組
合
加
盟
店
の
う
ち
約
４
８
３
０
店
が
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
。
多
く
の
お
客
様
が
各
店
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
ス
マ
ホ
か
ら
抽
選
に
応
募

し
、
当
選
者
に
は
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
が
贈

ら
れ
た
。

昨秋の全社連キャンペーン「プレミアムナイトデジタルスタンプラリー」昨秋の全社連キャンペーン「プレミアムナイトデジタルスタンプラリー」

応
募
総
数
は
１
万

応
募
総
数
は
１
万
24092409
件件

全社連

経
過
措
置
の
継
続
な
　
ど
要
望

受
動
喫
煙
対
策
の
見
直
し
議
論
で
意
見

「
社
交
飲
食
も
同
率
に
」

食
品
の
消
費
税
０
％
案
で
要
望

全社連

来
店
効
果
も
想
定
上
回
る

ス
タ
ン
プ

取
得
数

上
位
は
地
方
の
店
ト
ッ
プ
３
に

群
馬
と
岐
阜
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現
場
の
声
を
社
会

や
行
政
へ
届
け
る

力
に
変
え
る
」
こ

と
が
で
き
る
利
点

を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
全

社
連
の
概
要
、
全
国
大
会
や
交

際
費
の
取
扱
変
更
（
損
金
算
入

可
能
な
飲
食
費
の
拡
大
）
の
周

知
、
全
社
連
ニ
ュ
ー
ス
の
デ
ジ

タ
ル
版
、
生
衛
業
の
生
産
性
向

上
を
図
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
、「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
時
『
お

酒
の
ク
イ
ズ
』」
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

１
面
の
上
を
参
照
。

旭
日
小
綬
章
の

祝
賀
会
に
340
名

広
島
県
・
佐
々
木
理
事
長

　

広
島
県
組
合
理
事
長
で
全

社
連
副
会
長
を
務
め
る
佐
々

木
克
巳
氏
の
旭
日
小
綬
章
受
章

祝
賀
会
が
３
月
８
日
、
広
島
市

内
の
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
３
４
０
余
名
が
出
席
。
全
社

連
関
係
者
も
祝
福
し
た
。

　

冒
頭
、
発
起
人
代
表
の
元
内

閣
総
理
大
臣
・
岸
田
衆

議
院
議
員
が
挨
拶
。
平

口
法
務
大
臣
、
広
島
県

の
横
田
知
事
、
全
社
連

の
中
島
会
長
な
ど
が
祝

辞
を
述
べ
、
記
念
品
や

花
束
の
贈
呈
等
が
行
わ

れ
た
。
祝
宴
中
は
歌
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
盛
会
裏
な
祝
賀
会

と
な
っ
た
。

　

動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
は
生
衛
法

の
２
本
に
加
え

生
活
衛
生
同
業

組
合
の
活
動
に

つ
い
て
、
組
合

加
入
で
実
現
す

る
資
金
調
達
と

コ
ス
ト
削
減
、

社
交
飲
食
組
合

の
基
盤
強
化
の

３
本
を
ア
ッ

プ
。
画
像
や
イ

ラ
ス
ト
、
文
字

情
報
と
音
声
で

要
点
を
伝
え
て
い
る
。
動
画
１

本
の
再
生
時
間
は
３
分
程
度
。

　

こ
の
う
ち
「
生
衛
法
」
の
動

画
で
は
、
生
衛
法
が
制
定
さ
れ

た
歴
史
的
背
景
や
法
律
の
趣
旨

な
ど
を
紹
介
。「
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
」
の

動
画
で
は
、「
生
活
衛
生
同
業

組
合
は
『
消
費
者
の
た
め
の
安

全
・
安
心
』
と
『
経
営
者
の
た

め
の
安
定
・
発
展
』
を
両
立
さ

せ
る
、
地
域
密
着
型
の
専
門
組

織
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

「
組
合
加
入
で
実
現
す
る
資

金
調
達
と
コ
ス
ト
削
減
」
の
動

画
で
は
、「
無
担
保
・
無
保
証

人
」
で
資
金
調
達
が
で
き
る
日

本
公
庫
の
生
活
衛
生
改
善
貸
付

や
、
低
金
利
か
つ
長
期
返
済
が

可
能
な
振
興
事
業
貸
付
な
ど
を

紹
介
す
る
と
共
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｃ
使
用
料
の
大
幅
割
引
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

「
社
交
飲
食
組
合
の
基
盤
強

化
」
の
動
画
で
は
「
組
合
員
が

増
え
結
束
が
強
ま
る
こ
と
で
、

　

全
社
連
は
３
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
分
か
り
や
す
い
サ
イ
ト
を
目
指
す
と
共
に
画
像
を
多
用
し

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
を
強
化
。
新
た
に
動
画
も
取
り
入
れ
た
。
特
に

社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
加
入
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し

や
す
く
し
、
組
織
強
化
運
動
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
５
（
ネ
ッ
ト
フ
ァ
イ

ブ
）」
を
通
じ
て
仲
間
を
増
や
し
、
業
界
全
体
の
地
位
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

借
換
え
要
件

原
則
撤
廃

生
活
衛
生
改
善
貸
付

　

全
社
連
は
３
月
23
日
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
生
活
衛
生
資

金
貸
付
の
う
ち
、
令
和
８
年
度

の
制
度
改
正
等
に
伴
う
生
活
衛

生
改
善
貸
付
（
略
称
・
衛
経
）

の
取
扱
い
変
更
に
つ
い
て
各
都

道
府
県
組
合
に
周
知
し
た
。

　

こ
の
う
ち
衛
経
の
借
換
え
に

つ
い
て
は
、
要
件
が
原
則
撤
廃

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
衛
経
以

外
か
ら
の
借
換
え
の
場
合
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に

特
定
の
生
活
衛
生
資
金
貸
付
の

既
往
貸
付
の
借
換
え
が
可
能
に

な
る
制
限
が
あ
っ
た
。
４
月
１

日
の
公
庫
申
込
受
付
分
か
ら
適

用
さ
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
借

り
換
え
の
可
否
に
つ
い
て
は
公

庫
の
支
店
へ
の
確
認
が
必
要
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

拡
充
措
置
（
東
日
本
災
害
衛

経
）
の
取
扱
期
間
が
３
月
31
日

で
満
了
と
な
っ
た
。 

　

さ
ら
に
４
月
１
日
以
降
の
貸

付
分
か
ら
遅
延
損
害
金
の
割
合

が
従
来
の
「
８
・
７
％
」
か
ら

「
９
・
１
％
」
へ
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
生
衛
貸
付
全
般

に
適
用
さ
れ
る
。

  

生
活
衛
生
改
善
貸
付
（
衛

経
）
の
金
利
（
年
利
）
は
４
月

１
日
現
在
、
２
・
50
％
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
政
府

の
新
年
度
予
算
成
立
を
受
け
、

令
和
８
年
度
予
算
案
に
基
づ
く

生
活
衛
生
資
金
貸
付
の
制
度
改

正
を
実
施
し
た
。
生
活
衛
生
資

金
貸
付
の
貸
付
規
模
（
計
画

額
）
は
前
年
度
当
初
と
同
様
の

１
１
５
０
億
円
。

　

【
貸
付
制
度
の
改
正
】

　

（
１
）
振
興
事
業
貸
付
…
振

興
事
業
特
定
施
設
設
備
（
特
利

Ｃ
＝
基
準
利
率
マ
イ
ナ
ス
０
・

９
％
）
に
、
以
下
の
省
力
化
設

備
を
追
加
。
飲
食
店
営
業
は
清

掃
ロ
ボ
ッ
ト
、
入
出
金
機
、
配

膳
・
下
膳
ロ
ボ
ッ
ト
、
店
内
案

内
ロ
ボ
ッ
ト
（
他
業
種
は
省

略
）

　

（
２
）
振
興
事
業
貸
付
・
一

般
貸
付
…
外
国
人
労
働
者
の
雇

用
管
理
の
改
善
に
必
要
と
す
る

資
金
の
貸
付
利
率
を
特
利
Ａ

（
基
準
利
率
マ
イ
ナ
ス
０
・
４

％
）
に
引
下
げ

　

（
３
）
東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
貸
付
…
資
金
使
途
を
「
東

日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援

機
構
等
へ
の
債
務
返
済
資
金
」

に
限
定

　

（
４
）
防
災
・
環
境
対
策
資

金
…
資
金
使
途
の
う
ち
「
ア
ス

ベ
ス
ト
の
除
去
等
に
必
要
な
資

金
」
を
廃
止

　

【
貸
付
制
度
の
延
長
】

　

次
に
掲
げ
る
貸
付
制
度
等
は

取
扱
期
間
が
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

　

▼
危
機
対
応
特
別
貸
付
（
令

和
２
年
７
月
豪
雨
特
別
貸
付
お

　

日
本
公
庫
の
生
活
衛
生
資
金

貸
付
で
は
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
に
基
づ
く
貸
付
制
度
の
改

正
に
つ
い
て
も
継
続
さ
れ
て
い

る
。
組
合
員
向
け
の
振
興
事
業

貸
付
で
は
、
運
転
資
金
の
返
済

期
間
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
制

度
改
正
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　

【
貸
付
制
度
の
改
正
】

　

（
１
）
経
営
環
境
変
化
対
応

資
金
（
生
活
衛
生
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
）
…
▼
米
国
関
税

措
置
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
高

等
が
５
％
以
上
減
少
し
た
者
に

対
す
る
貸
付
利
率
を
引
下
げ

（
基
準
利
率
マ
イ
ナ
ス
０
・
４

よ
び
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

特
別
貸
付
）
▼
振
興
事
業
促
進

支
援
融
資
制
度
…
振
興
計
画
認

定
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
て
、

生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
一
定

の
会
計
書
類
を
準
備
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
お
よ
び
事
業
計
画

の
確
認
を
受
け
た
方
は
０
・
15

％
、
さ
ら
に
、
生
産
性
向
上
に

資
す
る
計
画
に
基
づ
く
取
組
み

を
行
う
方
は
０
・
３
％
適
用
利

率
か
ら
引
下
げ
る
制
度
▼
創
業

支
援
貸
付
利
率
特
例
制
度
▼
賃

上
げ
貸
付
利
率
特
例
制
度

ニ
ア
（
55
歳
以
上
）
創
業
者
」

の
貸
付
利
率
を
引
下
げ
（
特
利

Ａ 

→
特
利
Ｂ
）
▼
「
創
業
後

に
認
定
特
定
創
業
支
援
等
事
業

の
支
援
を
受
け
た
者
」
の
貸
付

利
率
を
引
下
げ
（
特
利
Ａ
ま
た

は
特
利
Ｂ
）
▼
運
転
資
金
の
融

資
限
度
額
の
拡
充
（
５
７
０
０

万
円 

→
７
２
０
０
万
円
）

　

（
５
）
生
活
衛
生
事
業
承
継

・
集
約
・
活
性
化
支
援
資
金
…

▼
運
転
資
金
の
融
資
限
度
額
の

拡
充
（
５
７
０
０
万
円
→
７
２

０
０
万
円
）

　

（
６
）
経
営
者
保
証
免
除
特

例
制
度
…
▼
上
乗
せ
利
率
の
見

直
し
（
原
則
０
・
２
％
→
上
乗

せ
な
し
）

の
理
由
は
「
飲
み
会
や
お
酒
を

伴
う
イ
ベ
ン
ト
が
減
っ
た
」
や 

「
誘
う
機
会
・
誘
わ
れ
る
機
会

が
減
っ
た
」
が
多
か
っ
た
。

　

普
段
の「
飲
酒
を
伴
う
外
食
」

の
頻
度
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

は
「
月
に
１
日
程
度
」
と
回
答

し
た
割
合
が
約
半
数
を
占
め

「
月
に
２
〜
３
日
」
が
約
２
割

で
続
い
た
。
ま
た
仕
事
関
係
で

は
「
行
く
こ
と
は
な
い
」
の
回

答
が
約
３
割
に
上
り
「
月
に
１

日
程
度
」が
約
２
割
で
続
い
た
。

　

■
直
近
で
飲
酒
を
伴
う
外
食

を
し
た
際
の
動
向

　

直
近
で
飲
酒
を
伴
う
外
食
を

し
た
際
の
２
軒
目
の
動
向
に
つ

い
て
は
「
２
軒
目
に
行
か
な
か

っ
た
」
の
回
答
が
71
・
２
％
に

上
っ
た
。
理
由
は
「
１
軒
目
で

十
分
満
足
し
た
」
が
46
・
２
％

で
最
多
だ
っ
た
。

　

一
方
、
２
軒
目
に
行
っ
た
28

・
９
％
の
人
が
訪
れ
た
店
は
、

居
酒
屋
が
24
・
１
％
と
最
多
で

バ
ー
、
バ
ル
（
16
・
６
％
）、

ス
ナ
ッ
ク
・
パ
ブ
（
10
・
７

％
）
な
ど
が
続
い
た
。

　

調
査
結
果
に
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
。

％
）
▼
融
資
限
度
額
の
拡
充

（
５
７
０
０
万
円
→
７
２
０
０

万
円
）
▼
返
済
期
間
の
拡
充

（
８
年
以
内
→
10
年
以
内
）

　

（
２
）
振
興
事
業
貸
付
…
▼

運
転
資
金
の
返
済
期
間
の
拡
充

（
７
年
以
内
→
10
年
以
内
）

　

（
３
）
生
活
衛
生
企
業
再
建

資
金
…
▼
据
置
期
間
の
拡
充

（
２
年
以
内
→
５
年
以
内
）

　

（
４
）
生
活
衛
生
新
企
業
育

成
資
金
…
▼
地
域
密
着
型
の
新

規
事
業
に
取
り
組
む
者
（
ロ
ー

カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
を
受
け
る
創
業
者
）

の
貸
付
利
率
を
引
下
げ
（
特
利

Ｂ
＝
基
準
利
率
マ
イ
ナ
ス
０
・

65
％
）
▼
「
認
定
特
定
創
業
支

援
等
事
業
の
支
援
を
受
け
た
シ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ
の

ほ
ど
、「
飲
酒
を
伴
う
外
食
に

関
す
る
消
費
者
調
査
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
仕
事
関
係
で
の
飲
酒
を
伴

う
外
食
頻
度
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に

比
べ
「
少
な
い
」
と
答
え
た
人

が
３
割
近
く
に
上
っ
た
。
調
査

は
昨
年
８
月
に
普
段
、
月
に
１

回
以
上
の
頻
度
で
飲
酒
を
伴
う

外
食
を
す
る
20
〜
60
代
の
男
女

約
２
０
０
０
人
に
行
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
飲
酒
を

伴
う
外
食
頻
度
は
、
２
０
１
９

年
（
コ
ロ
ナ
禍
の
直
前
）
と
比

べ
て
「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
多

の
53
・
８
％
。「
多
い
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
多
い
」

の
合
計
は
20
・
５
％
で
「
少
な

い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

少
な
い
」
の
合
計
は
20
・
４
％

だ
っ
た
。
多
い
等
の
理
由
は

「
自
粛
生
活
が
続
い
た
反
動
で

外
食
を
楽
し
み
た
い
気
持
ち
が

強
く
な
っ
た
」
が
最
多
だ
っ

た
。

　

一
方
、
仕
事
関
係
で
の
飲
酒

を
伴
う
外
食
頻
度
は
「
変
わ
ら

な
い
」
が
46
・
５
％
。「
少
な

い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

少
な
い
」
の
合
計
は
27
・
１
％

で
、「
多
い
」
と
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
多
い
」
の
合
計
20
・

９
％
を
上
回
っ
た
。
少
な
い
等

組合加入のメリット、分かりやすく発信組合加入のメリット、分かりやすく発信
ホームページをリニューアルホームページをリニューアル

公庫の飲酒を
伴う外食調査

全社連

仕
事
関
係
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り「
少
な
い
」が
３
割
弱

直
近

で
は 

１
軒
目
止
ま
り
が
７
割

動
画
５
本
を
ア
ッ
プ

資
金
調
達
と
コ
ス
ト
削
減
な
ど

全社連ホームページの画面（上）とＱＲコード（左下）

日本公庫

令
和
８
年
度 

制
度
改
正
実　
　
施

振
興
貸
付

特
定
設
備 

省
力
化
設
備
を
追
加

７
年
度
補
正
予
算
の
措
置
も
継
続

振
興
貸
付

運
転
資
金 

返
済
期
間
10
年
以
内
に

挨拶する岸田元総理と佐々木夫妻

公庫の消費者
調 査 結 果

広めよう飲食費の拡大広めよう飲食費の拡大
お客様への周知にご協力を�


